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か
つ
て
の
千
曲
川
は
砂
礫（
砂
と
小
石
の
こ

と
）河
原
が
広
が
り
、
そ
こ
に
植
物
の
カ
ワ
ラ
ヨ

モ
ギ
や
鳥
類
の
コ
ア
ジ
サ
シ
な
ど
の
砂
礫
環
境
を

好
む
固
有
の
生
物
が
生
息
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の

砂
礫
河
原
こ
そ
が
千
曲
川
の
原
風
景
な
の
で
す
。

し
か
し
、
現
在
は
川
と
河
原
の
高
低
差
が
大
き

く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
河
原
が
洪
水
で
冠
水
す

る
こ
と
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
原
因
と

な
り
、
河
原
に
は
ニ
セ
ア
カ
シ
ア（
ハ
リ
エ
ン
ジ

ュ
）な
ど
の
樹
木
が
繁
茂
し
、
砂
礫
河
原
が
減
少

し
ま
し
た
。

砂
礫
河

原
の
再
生

は
、固
有
種

の
生
息
範

囲
の
確
保

や
千
曲
川

の
原
風
景

を
創
出
す

る
た
め
、必

要
な
取
り

組
み
で
す
。

千
曲
川
の
い
ま

か
つ
て
の
千
曲
川
を
取
り
戻
そ
う

か
つ
て
の
千
曲
川
を
取
り
戻
そ
う

～
砂さ

れ

き礫
河が

わ

ら原
を
再
生
し
て
い
ま
す
～
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上徳間地区掘削横断図

砂
礫
河
原
再
生
事
業

　
国
土
交
通
省
千
曲
川
河
川
事
務
所
で
は
、
沿
川
住
民
な
ど
の

関
係
者
や
学
識
者
と
連
携・協
働
し
つ
つ
、
砂
礫
河
原
の
保
全・

再
生
、
外
来
植
物
の
繁
殖
拡
大
抑
制
に
効
果
的
な
河
川
管
理
手

法
を
検
討
し
な
が
ら
、今
後
約
10
年
間
に
わ
た
り
河
道
整
正（
河

床
の
凹
凸
を
整
え
る
こ
と
）
に

よ
る
砂
礫
河
原
再
生
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
市
内
で
は
、
平
成

26
年
か
ら
28
年
に
か
け
て
、
冠

着
橋
上
下
流
付
近
で
再
生
事
業

が
行
な
わ
れ
、
現
在
は
、
上
徳

間
地
区
の
大
西
緑
地
付
近
で
行

な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

再
生
事
業
で
は
、
千
曲
川
の

土
砂
を
掘
削
す
る
こ
と
で
砂
礫

河
原
を
再
生
し
、
樹
林
化
を
防

ぎ
ま
す
。
上
徳
間
地
区
で
は
、

６・
３
万
㎥
の
土
量
を
目
標
に

掘
削
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

上
徳
間
地
区
が
終
わ
っ
た
後

は
、
平
和
橋
下
流
右
岸
の
中
地

区
に
お
い
て
再
生
事
業
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
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令和２年 11 月撮影
１年に１度冠水する程度に掘削１年に１度冠水する程度に掘削


